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新エネルギー委員会のお知らせ(第３０８回) 

 

日 時 平成２８年２月７日（火）午後１時半～４時 

場 所 衆議院第一議員会館 地下１階 第５会議室 

    千代田区永田町２－２－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より２分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車５分。当日、午後１時

より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻前に到

着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。会

議開始後にお越しの方は、受付に「第５会議室に行きたい」旨お伝

え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

        挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

      ２、水素運搬を容易にする新技術 

         解説 西出宏之早稲田大学理工学術院教授 

     ３、『新エネルギー関連ニュース NO.１６１』 

       解説 中島稔新エネルギー委員長 

    

報 告  去る平成２８年１２月６日開催の第３０６回新エネルギー委員会

は、中島稔新エネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、「最近の再生・新エネルギーについて想う」と題して、中島

委員長より開会挨拶がありました。自動車関連で大きな２つのニュー

スがあった。ドイツ連邦参議院が「２０３０年以降はエンジン車の新

規登録は中止する」という決議を選択。これはエンジン車の死刑宣告

であるが、今後どうなるのか。もうひとつは、トヨタが電気自動車に

舵をとったというニュース。ハイブリッド車は、環境対策車ではない

とされ、各種補助金を利用できないためだ。 

 次に、清原淳平専務理事より、本日の講師・理化学研究所生体機能 



 

 

 

 

 

触媒研究チームの中村龍平チームリーダーの経歴紹介がありました。 

 次に、中村龍平氏より、「電流発生菌と水中生物の多様性について」解説が

ありました。乱獲や環境悪化により、水産物の資源量は減少を続けている。ま

た、ＣＯ２排出量削減は、環境悪化を防ぐために必要だが、産業活動との両立

を図らなければならない。生物多様性を今後も維持して行くためには、環境変

動の時系列データを取得し、人間の活動と生態系の活動を同一の単位に統一す

ることを目指す必要がある。そうすれば、同じ土俵で議論することが出来る。

アメリカのデイリー教授などが提唱している定量化システムを利用すれば、生

物の呼吸、発酵、光合成といった代謝について、電子の流れや、電位差という

統一言語で説明できることが分かってきた。下水道処理システムで活躍が期待

されている電流発生菌を使った微生物燃料電池では、電位差の違いによって微

生物の活性化をコントロールできることが分かっている。 

 魚の養殖に関する研究「有害プランクトンに対応した迅速診断技術」では、

海底の生態系の環境電位をリアルタイムに計測し、制御する。今まで飼料の過

剰投与によって水質の悪化、赤潮の発生などが起きていたが、これによって制

御することで、養殖場の自浄効果を高めることが出来る。 

 次に、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１６１』の解説があ

りました。今回は、〇水とＣＯ２からＯ２を発生させる人工光合成技術で、効

率を従来の１００倍以上にする薄膜形成手法を開発。〇水素を燃料とする燃料

電池船を開発、１０月にテスト航行に成功。〇太陽電池モジュールで、変換効

率世界最高の２４.３７％を達成。〇海流でタービンを回して電気をつくる海

流発電システムを開発。鹿児島県で実証実験を行なう計画。〇水素を大量につ

くれる新材料、再エネ水素製造の低コスト化に貢献。などの解説があり、一同

大いに勉強になりました。 
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★レクチュアにつき、当日会費 千円 にご協力御願い申し上げます。 

  次回、２月７日（火）の新エネルギー委員会に 
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御芳名                     

 

    貴方様のＦＡＸ                 

    テロ対策への警備からの要請上、会員に限ります。 

    参加希望者は、予め履歴書をご提出下さい。 
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